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東
山
町
の「
第
25
回
磐
井
清

水
若
水
送
り
」（
同
実
行
委
員

会
主
催
）
は
元
旦
に
行
わ
れ
、

地
元
の
有
志
た
ち
が
桧ひ

笠が
さ

と
白

装
束
を
身
に
ま
と
い
、
行
列
を

組
ん
で
平
泉
町
の
中
尊
寺
ま
で

若
水
を
届
け
た
。

　

若
水
と
は
、
元
日
の
早
朝
に

く
む
水
の
こ
と
。
藤
原
秀
衡
公

が
磐
井
清
水
の
若
水
で
一
年
の

邪
気
を
除
い
た
と
伝
え
ら
れ
て

き
た
。

　

１
９
９
３
年
、
約
８
０
０
年

ぶ
り
に
地
元
有
志
た
ち
に
よ
っ

て
再
現
さ
れ
て
以
来
、
新
年
の

幕
開
け
行
事
と
し
て
定
着
し
て

い
る
。

　

年
が
明
け
た
午
前
１
時
す

ぎ
、
参
加
者
２
２
０
人
が
東

山
町
松
川
の
磐
井
清
水
に
集

合
し
た
。
磐
井
清
水
番
所
守
役

宅
前
庭
で
御
使
者
と
大
先
達

が
対
面
す
る「
御
使
者
到
着
の

儀
」
に
続
き
、
千
葉
悠ひ

さ

史ふ

み

君(

６

つ)

と
父
親
の
真し

ん

哉や

さ
ん（
43
）

が
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
中
で
若

水
を
く
む
「
若
水
汲
み
の
儀
」

を
行
っ
た
。

　

星
空
の
下
、
準
備
を
整
え
た

一
行
は
、
ち
ょ
う
ち
ん
の
明
か

り
を
頼
り
に
約
17
㌔
の
道
の
り

を
進
み
始
め
た
。

　
「
六ろ

っ

根こ
ん

清し
ょ
う

浄じ
ょ
う

、
御お

山や
ま

繁は
ん

昌じ
ょ
う

」。

　

静
か
な
里
山
に
掛
け
声
が
響

く
。
六
根
と
は
眼
・
鼻
・
耳
・
舌
・

肌
・
心
の
こ
と
。
清
浄
は
そ
の

欲
望
を
断
ち
切
っ
て
清
ら
か
に

な
る
こ
と
を
指
す
。
御
山
繁
昌

は
修
行
の
た
め
に
山
を
目
指
し

て
進
む
と
き
の
唱
え
言
葉
だ
。

　

当
日
は
、
雪
こ
そ
降
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
気
温
は
氷
点

下
に
達
し
た
。
寒
さ
に
震
え
る

一
行
は
、
地
元
の
協
力
者
た
ち

か
ら
甘
酒
な
ど
で
も
て
な
さ
れ

た
。
心
と
体
を
温
め
た
一
行
は
、

一
度
も
若
水
が
入
っ
た
お
け
を

地
面
に
つ
け
る
こ
と
な
く
、
午

前
７
時
過
ぎ
、
無
事
中
尊
寺
に

到
着
。
今
年
一
年
の
幸
せ
を
願

い「
若
水
進
上
の
儀
」
で
金
色

堂
へ
若
水
を
献
上
し
た
。

　

安
東
正ま

さ

利と
し

実
行
委
員
長
は

「
地
元
の
人
た
ち
の
協
力
の
お
か

げ
で
四
半
世
紀
の
節
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
喜
び
、
多

く
の
人
が
平
穏
で
幸
せ
な
一
年

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
た
。

1_松川市民センターで行われ

た出発式。奏者が注意事項を

説明した／2、3_「御使者到達
の儀」。「延命そば」を食べ、道
中の安全を願う／4_吐く息が

白い。かがり火で暖を取る

9_午前７時。初日の出を背に

受けながら、黙 と々行進する

／ 10_中尊寺本坊前で若水
の到着を通告。本坊玄関の

式台で「若水進上の儀」を行
い金色堂に若水を献上した

／ 11_磐井清水若水送り実
行委員会の安東正利実行委
員長は「これからも伝統を引
き継ぎたい」と決意を述べた

5_午前1時過ぎ。介添えを

受けながらひしゃくで水をく

む千葉悠史君。「重かったけ

れど、がんばってくみました」
と笑顔を見せた／ 6_午前2

時。奈良坂峠で小休止する

一行。まだ3㌔。道のりは長
い／ 7、8_午前3～ 4時。凍
える体を温めたのは、甘酒、
玉コンニャク、そして地元協
力者の励ましの言葉だった

　「若水送り」は平泉藤原文化の時代、藤原秀衡公が

元日の朝に、里人に磐井清水の若水をくませ、手
て

繰
ぐ

り

で平泉柳之御所に届けさせたという故事に基づき再現

したもの。古式さながらの白装束をまとった一行が、東

山町から平泉町中尊寺までの約17 ㌔の道のりを、若水

桶を地につけることなく歩いて若水を届けた。

四
半
世
紀
を
迎
え
た
伝
統
行
事

Pick_Up 「磐井清水若水送り」
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❶ 松川市民センター

❷ 磐井清水 （以下、区間距離）
❸ 壱番所 三京屋敷序の口 （1.6㌔）
❹ 弐番所 奈良坂峠 （1.6㌔）
❺ 参番所 葱来塔前 （1.2㌔）
❻ 四番所 御天神様 （1.9㌔）
❼ 五番所 東岳峠峠屋敷序の口 （2.1㌔）
❽ 六番所 東岳峠頼時桜前 （2.0㌔）
❾ 七番所 小島十文字 （1.5㌔）
10 八番所 長嶋十文字 （1.6㌔）
11 九番所 柳之御所 （2.2㌔）
12 中尊寺 （1.6㌔）
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